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論文審査の結果の要旨 

本論文では、高感度で高精細な画像が得られる超高磁場MRI装置を用い、更に、MRI造影剤として、高磁場環境でよ

り有効なナノ磁性粒子を用いる事で、詳細なイメージングができることを示した。具体的には、11.7Tの小動物用超高

磁場MRI装置を用いて、健常や病態モデルマウスを対象とし、ヒト臨床での使用が認められてきたナノ磁性粒子

（Resovist）と共同研究者により新たに作られたいくつかのナノ磁性粒子（新規磁性粒子）を用いて、新たなイメー

ジングに挑戦し成果を生み出した。新規磁性粒子では、マクロファージなどの貪食細胞に貪食されにくいステルス性

の磁性粒子に特に注目し研究を進めた。このステルス性ナノ磁性粒子は、臨床で用いられてきたResovistとは異なり、

投与後には肝臓やリンパ系組織には殆ど分布しないが、他のいくつかの臓器では特異的な分布を示すことを明らかに

した。特に、腎臓においてユニークな分布を示すことを発見し、さらに、このステルス性ナノ磁性粒子が健常時には

糸球体のメサンギウム細胞に取り込まれることを明らかにした。これは、メサンギウム細胞がマクロファージやクッ

パー細胞などの貪食細胞が認識しない粒子を認識し取り込むことを示しており、非常に重要な発見だと思われるし、

論文では、さらに、ステルス性ナノ磁性粒子が腎機能や腎疾患の評価にも応用できることも示した。中枢神経系の難

病である多発性硬化症のモデルマウスにも上記磁性粒子を活用し、病態の進行・寛解に伴う脳血液関門の破綻と免疫

細胞の関与を時系列で区別して可視化できることも示した。 

申請者の研究成果は、1報が既にMRIの専門誌に発表できており、執筆中の論文が2報である。国際学会や国内学会で

も次々と発表できており、2015年の第43回日本磁気共鳴医学会大会では最優秀大会長賞を受賞（3名のみが受賞）した。

2017年の国際磁気共鳴医学会日本支部学術集会では優秀発表賞を受賞（4名のみが受賞）した。腎炎に関係した研究成

果の一部は、特許申請し、現在、特許審査中である。 

申請者の以上の研究成果は、申請者のMRI・動物実験・病態モデル動物に関する知識とともに、実験技術や解析能力

を含めた研究能力の高さを示すものであり、博士号を授与されるに値すると判断した。 


